[bookmark: _GoBack]おおさかＱネット「第8回大阪880万人訓練」に関するアンケート　分析結果概要

■実施期間　令和元年9月5日（木）正午～9月6日（金）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（4地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、
高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、
千早赤阪村


1.　調査目的
　　　今年度で第8回となる「大阪880万人訓練」についてのアンケート回答者の訓練参加率等から、大阪府民全体の参加状況等を推察し、今後の訓練周知方法や訓練内容の改善を図る。

2.　調査項目
　　（1）訓練の認知率、事前浸透率及びその浸透経路
　　（2）訓練開始合図の覚知率（11時、11時03分）
　　（3）訓練参加率
　　　　 ①　当日訓練参加率
　　　　 ②　連動訓練参加率（大阪880万人訓練と連動して市町村等が実施する避難訓練、防災研修等）、及びその内容
　　　　 ③　事前訓練参加率（訓練当日までに、避難方法、非常持ち出し品、転倒防止策点検などについて考える）
　　（4）訓練参加合図の覚知者の訓練不参加理由
　　（5）訓練前後の備え・行動
　　（6）訓練認知率と事前浸透率の関係

3.　主な調査結果
　　（1）訓練の認知率、事前浸透率及びその浸透経路
　　　　 認知率…73.0％（前回69.4％）
　　　　 事前浸透率…38.2％（同45.8％）
　　　　 浸透経路（多い順）…①広報紙（市町村広報）②広報紙（府政だより）③職場からの連絡・周知
　　（2）訓練開始合図の覚知率（11時、11時03分）及びその覚知経路
　　　　 11時…覚知率→50.5％（同47.1％）
　　　　 覚知経路（多い順）…①屋外スピーカー②館内放送（公共施設、職場、学校、ショッピングセンター、映画館等）③テレビ
　　　　 11時03分…覚知率→81.8％（同74.5％）
　　（3）訓練参加率
　　　　 ①　当日訓練参加率…11時の合図→13.3％（前年度14.7％）　　　　　　　　　11時03分の合図→20.0％（同20.3％）
　　　　 ②　連動訓練参加率…10.1％（同8.3％）
　　　　　　 内容（多い順）①避難訓練　②防災研修
　　　　 ③　事前訓練参加率…22.7％（同25.5％）

　　（4）訓練参加合図の覚知者の訓練不参加理由
　　　　 （多い順）①忙しかった/仕事中だった/取り込み中だった
　　　　　　　　　 ②緊急速報メール等の着信ができれば十分であると思っていた
　　（5）訓練前後の備え・行動
　　　　 日頃からの備え（多い順）①最寄りの避難所の所在
　　　　　　　　　　　　　　　　 ②備蓄物資（非常食）の準備
　　　　 訓練をきっかけとした備え（多い順）①身を守るための行動
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　②最寄りの避難所の所在

（注）
1.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録するインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
2.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第2位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
3.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
4.　図表中の上段の数値は人数（n）、下段の数値は割合（％）を示す。
5.　図表下にカイ2乗検定の値（p値）を記載しているものは、信頼度5％水準で統計上の有意差がみられたもの。


1.　大阪880万人訓練の認知率、事前浸透率と浸透経路
　「大阪880万人訓練」は今年度で8回目を迎える。「第8回大阪880万人訓練（以下、本訓練）」への全大阪府民の参加状況を推察するにあたり、毎年このような訓練が行われていることの認知度（認知率、※今年度より新たに調査を行った項目）、及び、事前に「今年度の訓練が9月5日午前11時に大阪府内で一斉に行われること」の認知度（事前浸透率）を調査した。
· 本調査の回答者における認知率は73.0％（前回69.4％）、事前浸透率は38.2％（前回45.8％）であった。（図表1-1、1-2）
· 事前に「今年度の訓練が9月5日午前11時に大阪府内で一斉に行われること」を知った媒体（浸透経路）については、「広報誌（市町村広報）（20.2％）」が最も高く、「広報紙（府政だより）（19.9％）」、「職場からの連絡・周知（15.7％）」と続いた。（図表1-3）

【図表1-1　認知率】
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【図表1-2　事前浸透率】
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【図表1-3】
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基本属性（居住地域、性、年齢層）でのクロス集計
本訓練の認知率について、
· 居住地域別と年齢層別では統計的な有意差は見られなかった。
· 性別では、男性の方が女性と比べて認知率が高かった。
（図表1-4）

【図表1-4　認知率】
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今年度の訓練の事前浸透率について、
· 居住地域別と年齢層別では統計的な有意差は見られなかった。
· 性別では、男性の方が女性と比べて認知率が高かった。（図表1-5）

【図表1-5　事前浸透率】
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2.　訓練開始の覚知率と覚知経路
　本訓練は、昨年度に引き続き、午前11時に屋外スピーカー等で直接呼びかける方法で「地震発生」の訓練開始合図を行い、その約3分後の午前11時03分頃に、訓練用エリアメールや緊急速報メール等（以下、緊急速報メール）で「大津波警報」が発表されたとの訓練情報を大阪府全域に配信する2段階での訓練情報発信を行った。ここでは、午前11時の訓練を【地震関係】、午前11時03分頃の訓練を【津波関係】とする。
本調査の回答者に、【地震関係】及び【津波関係】の訓練開始合図を受け取ることができたか質問した。また、【地震関係】の訓練開始合図を受け取ることができた層には、その合図の覚知経路についても質問した。

2-1　11時の合図【地震関係】の覚知率と覚知経路
· 11時の【地震関係】の訓練開始合図に対する回答のうち、合図を受け取る、または聞くことが「できた」（覚知率）と回答した人は、全体の50.5％（前回47.1％）であった。（図表2-1-1）
· 【地震関係】の覚知経路については、「屋外スピーカー（33.1％）」、「館内放送（公共施設、職場・学校、ショッピングセンター、映画館等）（20.8％）」、「テレビ（7.3％）」と続いた。（図表2-1-2）

【図表2-1-1　地震関係】
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【図表2-1-2　地震関係】
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基本属性（居住地域、性、年齢層）でのクロス集計
【地震関係】の訓練開始合図の覚知率について、
· 居住地域別では、大阪市域の方が他地域に比べて高かった。
· 性別では統計的な有意差は見られなかった。
· 年齢層別では統計的な有意差は見られなかった。
（図表2-1-3）

【図表2-1-3　地震関係】
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2-2　11時03分の合図【津波関係】の覚知率
11時03分頃に携帯電話・スマートフォン等（以下、携帯電話）向けに配信した緊急速報メールを受け取ることができたかを質問した。
· 自身の携帯電話で受け取った、または周りの人の携帯電話が鳴る等の何らかの媒体・経路で合図に気付くことができた人（覚知率）は、81.8％（前回74.5％）であった。（図表2-2-1）

【図表2-2-1　津波関係】
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基本属性（居住地域、性、年齢層）でのクロス集計
【津波関係】の訓練開始合図の覚知率について、【津波関係】の訓練情報を受け取ることができたか、という質問に対し、「できた」、「周りの人の携帯電話が鳴ることで訓練開始に気付いたなど、何らかの媒体・経路で合図を知った」と回答した人を【できた】、そうでない人を【できなかった】とし、基本属性（居住地域、性、年齢層）とクロス集計を行った。

· 居住地域別では、大阪市域の人の方が北部大阪地域の人と比べて高かった。
· 性別、年齢層別では、統計的な有意差は見られなかった。（図表2-2-2）

【図表2-2-2　津波関係】
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その他
· 11時の【地震関係】及び11時03分の【津波関係】のいずれか、もしくは両方で訓練情報を受け取ることができた人の割合は、84.0％（前回78.9％）であった。（図表2-2-3）
【図表2-2-3】
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【津波関係】の訓練情報を受け取ることができたか、との設問と【地震関係】の訓練開始合図の覚知とクロス集計を行った。
· 【地震関係】のアナウンスを受け取ることのできた人の方がそうでない人に比べ、携帯電話への緊急速報メールによる【津波関係】の訓練開始合図を受け取ることのできた割合が高かった。（図表2-2-4）
【図表2-2-4　津波関係】
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2-3　携帯電話の所持と訓練開始合図の覚知
　本訓練における【津波関係】の訓練開始合図には、携帯電話の防災情報サービスである緊急速報メールを活用している。そのため、携帯電話の所持の有無と訓練開始合図の覚知について、関係性を検証する。
· 11時の【地震関係】の訓練開始合図については、携帯電話を持っている人の方が、持っていない人と比べ、合図を受け取ることが出来ている割合が高かった。（図表2-3-1）
· 11時03分の【津波関係】の訓練開始合図については、携帯電話を持っている人の方が、持っていない人と比べ、合図を受け取ることが出来ている割合が高かった。（図表2-3-2）
【図表2-3-1　地震関係】
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【図表2-3-2　津波関係】
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（参考）携帯電話の未保有層
　携帯電話の保有状況について、居住地域、性、年齢層別での統計的な有意差は見られなかった。
[image: ]
3.　訓練参加率（当日・連動・事前）
　次に、本訓練への全大阪府民の参加状況を推察するにあたり、訓練参加率を以下の①～③の定義に基づき、当日訓練参加率、連動訓練参加率、事前訓練参加率に分けて検証する。
1 当日訓練：訓練緊急地震速報メールなどで一斉に地震発生情報を受け、自分の身の安全を守ることや、その後どう行動するかなどを考える。情報を受けて、身を守る、避難するなどの具体的な行動について、できる範囲でチャレンジする。
2 連動訓練：本訓練と連携して市町村や自治会等の他主体が実施する避難訓練、防災研修など。
3 事前訓練：訓練当日までに、どのように避難するかや、非常持ち出し品などの日常の備えについて考えておく。

3-1　当日訓練参加率
訓練開始合図を受け取ることができた人に対して、開始合図を受け取った後に実際に訓練に参加したかを、【地震関係】と【津波関係】、それぞれについて質問した。ここでは、避難訓練への参加や身の安全を図る行動の他、地震や津波が起こった状況をイメージするだけでも「参加」とする。
· 本調査の回答者における【地震関係】の当日訓練参加率は13.3％（前回14.7％）、【津波関係】については20.0％（同20.3％）であった。（図表3-1-1、3-1-2）

また、上記の訓練に「参加した」と回答した人に対し、具体的にどのような訓練に参加したかを質問した。
· 【地震関係】の訓練では、「地震が起こった時のことを考えてみた」が最も高く78.9％、「テーブルの下に身を隠すなど身の安全を図った（27.1％）」、「建物から出た（13.5％）」と続いた。（図表3-1-3）
· 【津波関係】の訓練では、「地震が起こった時のことを考えてみた」が最も高く68.0％、「津波が起こった時のことを考えてみた（57.5％）」、「地震に対する行動を起こした（16.5％）」と続いた。（図表3-1-4）


【図表3-1-1　地震関係】　　　　　　　　【図表3-1-2　津波関係】
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【図表3-1-3　地震関係】
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【図表3-1-4　津波関係】
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基本属性（居住地域、性、年代）でのクロス集計
【地震関係】の当日訓練参加率について、
· 性別では男性の方が女性と比べて、参加率が高かった。
· 年代別では、若年層の方が、中間層、高齢層よりも高かった。
· 居住地域別では、統計的な有意差は見られなかった。
（図表3-1-5）

【図表3-1-5　地震関係】
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【津波関係】の当日訓練参加率について、
· 性別では男性の方が女性と比べて、参加率が高かった。
· 年代別では、若年層の方が、中間層、高齢層よりも高かった。
· 居住地域別では、統計的な有意差は見られなかった。
（図表3-1-6）

【図表3-1-6　津波関係】
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3-2　連動訓練参加率
　本訓練の実施にあたり、訓練の当日又はその前後に市町村、自治会、職場・学校等が主催する避難訓練等に参加したか質問した。
· 「参加した」と回答した人は、全体の10.1％（前回8.3％）であった。（図表3-2-1）

【図表3-2-1】
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連動訓練参加内容
　連動訓練に「参加した」と回答した人に対し、その訓練内容について質問した。
· 参加内容について最も多かったのは、「避難訓練（79.2％）」、「防災研修（42.6％）」、「情報伝達訓練（24.8％）」「消火訓練（24.8％）」と続いた。（図表3-2-2）
【図表3-2-2】
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3-3　事前訓練参加率
　訓練日以前に9月5日午前11時に訓練があると知っていた人に対して、訓練開始までに地震や津波が発生したときにどのような行動をするか考えておいたかを質問した。
· 事前訓練参加率は22.7％（前回25.5％）であった。（図表3-3）
【図表3-3】
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4.　訓練開始合図の覚知者の訓練不参加理由
　11時03分頃の携帯電話への緊急速報メール（【津波関係】）を受け取ることはできたものの、訓練には「参加しなかった」と回答した人に対し、その理由について質問した。
· 最も多い不参加理由は、「忙しかった/仕事中だった/取り込み中だった（51.3％）」であり、次いで「緊急速報メール等の着信ができれば、十分であると思っていた（39.5％）」であった。（図表4）
【図表4】
[image: ]
[image: ]
5.　訓練前後の備え・行動
　本訓練の波及効果について検証する。まず、本訓練の実施に関係なく、日頃から災害に備えていたこと、確認したことについて質問した。
· 最も多かった回答は「最寄りの避難所の所在（40.1％）」次いで「備蓄物資（非常食）の準備（31.5％）」、「何もしなかった/していない（28.5％）と続いた。（図表5-1）

【図表5-1】
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次に、本訓練をきっかけとして備えたこと、確認したことについて、同項目で質問した。
· 最も多かった回答は「何もしなかった/していない（38.5％）」であったが、本訓練をきっかけに行ったこととしては「身を守るための行動（28.2％）」が最も高く、「最寄りの避難所の所在（22.7％）」、「備蓄物資（非常食）の準備（19.5％）」と続いた。
（図表5-2）

【図表5-2】
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6.　訓練の認知率、事前浸透率との関係
6-1　訓練の認知率、事前浸透率と覚知率
毎年訓練が行われていることを知っているかどうか（認知度）、事前に「9月5日午前11時より大阪府全域での一斉訓練があること」を知っていたかどうか（事前浸透度）により、訓練開始合図の覚知率に差が見られるかを検証する。
· 毎年の訓練実施を「知っている」と回答した人、及び今回の訓練日時を事前に「知っていた」と回答した人の方が、そうでない人に比べ、【地震関係】、及び【津波関係】の覚知率が高かった。（図表6-1-1、6-1-2、6-1-3、6-1-4）

【図表6-1-1　地震関係（認知度別）】
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【図表6-1-2　地震関係（事前浸透度別）】
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【図表6-1-3　津波関係（認知度別）】
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【図表6-1-4　津波関係（事前浸透度別）】
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6-2　訓練の認知率、事前浸透率と当日訓練参加率
ここでは、訓練開始合図を覚知できた人について、認知度・事前浸透度の差により、訓練への参加率に差が見られるのかを検証する。
· 毎年の訓練実施を「知っている」と回答した人、及び今回の訓練日時を事前に「知っていた」と回答した人の方が、そうでない人に比べ、【地震関係】、及び【津波関係】の当日訓練参加率が高かった。（図表6-2-1、6-2-2、6-2-3、6-2-4）

【図表6-2-1　地震関係（認知度別）】
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【図表6-2-2　地震関係（事前浸透度別）】
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【図表6-2-3　津波関係（認知度別）】
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【図表6-2-4　津波関係（事前浸透度別）】
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7．【参考】職業別の傾向について
　回答者の職業別に、認知率や事前浸透率、覚知率、当日訓練参加率等をクロス集計した。有意差検定は行っていないため、参考資料にとどまる。（図表7）
· 毎年訓練が行われていることの認知率や、事前浸透率は、「公務員・団体職員」が最も高かった。
· 当日訓練参加率は、「学生」が地震関係、津波関係、連動訓練ともに最も高かった。

【図表7】
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8.　その他「自由意見」について
　本調査の最後に、「大阪880万人訓練」への自由意見を任意で調査した。回答のあった501件の意見のうち、「特に意見なし」と回答した147件を除いた354件を、その内容ごとに次の①～④に分類した。
　訓練の継続実施を望む声や、「役に立った」といった訓練に対して肯定的な意見を①「賛成」、実施には「賛成」～「反対ではない」と幅があるものの、周知方法の徹底や回数の見直し等の改善を求める意見等を②「実施方法等に意見あり」、訓練を実施すること自体に否定的な意見を③「反対」、いずれにも当てはまらない意見を④「その他の意見」とする。
本訓練の実施について、①「賛成」の回答が45.2％と最も高かった。次いで②「実施方法等に意見あり」が33.3％であり（図表8）、具体的な内容としては、「訓練の事前周知を徹底すべき」や「企業・学校の協力も含め府民の参加率向上を図るべき」、「格安スマホではエリアメールが受信できなかった」等の意見があった。

【図表8】
[image: ]
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Q2.あなたは、今年度の訓練が9月5日午前11時にあることを事前に知っていましたか。
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Q3.9月5日午前11時にこの訓練があることをどのような媒体・経路で知りましたか。（いくつでも）
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いたします。※大阪880万人訓練の詳細については、こちらの大阪府のホームページをご覧ください。

http://www.pref.osaka.lg.jp/shobobosai/trainig_top/h31_880.html大阪880万人訓練を平成24年

度から継続して実施していますが、あなたは、毎年このような訓練があることを知っていますか。

性別

年齢層別

全体

居住地域別


image8.emf
(ｎ) (%)

(1000)

大阪市域

(310)

北部大阪地域

(199)

東部大阪地域

(225)

南部大阪地域

(266)

男性

(475)

女性

(525)

若年層（18～39

歳）

(297)

中間層（40～59

歳）

(322)

高齢層（60歳以

上）

(381)

全体

居住

地域

別

性別

年齢

層別

知っている

73.0

73.9

71.4

69.8

75.9

76.2

70.1

76.8

72.7

70.3

知らない

27.0

26.1

28.6

30.2

24.1

23.8

29.9

23.2

27.3

29.7


image9.emf
SA

ｎ

知

っ

て

い

た

知

ら

な

か

っ

た

1000 382 618

100.0 38.2 61.8

大阪市域 310 114 196

100.0 36.8 63.2

北部大阪地域 199 74 125

100.0 37.2 62.8

東部大阪地域 225 81 144

100.0 36.0 64.0

南部大阪地域 266 113 153

100.0 42.5 57.5

男性 475 201 274p値=0.01084

100.0 42.3 57.7

女性 525 181 344

100.0 34.5 65.5

若年層（18～39歳） 297 122 175

100.0 41.1 58.9

中間層（40～59歳） 322 127 195

100.0 39.4 60.6

高齢層（60歳以上） 381 133 248

100.0 34.9 65.1

Q2.あなたは、今年度の訓練が9月5日午前11時にあることを事前に知っていましたか。
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Q6.この訓練では、午前11時の訓練開始の合図として、『巨大地震』が発生していることを知らせるために、職場・学校等の

館内放送や屋外スピーカー、テレビ・ラジオ等でアナウンスを行いました。あなたは、この合図（アナウンス）を受け取る、又は

聞くことができましたか。※この合図は、同日11時03分頃の、携帯電話への緊急速報メール（「大津波警報」発表の訓練

情報）等のことではありません。
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Q7.■前問で「できた」と回答した方にお伺いします■午前11時の訓練開始の合図は、どのような媒体・経路で受け取るこ

とができましたか。（いくつでも）
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内放送や屋外スピーカー、テレビ・ラジオ等でアナウンスを行いました。あなたは、この合図（アナウンス）を受け取る、又は聞くこと

ができましたか。※この合図は、同日11時03分頃の、携帯電話への緊急速報メール（「大津波警報」発表の訓練情報）等の
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Q11.訓練当日の午前11時03分頃、あなたは、携帯電話で緊急速報メール等による「大津波警報」発表を知らせる訓練

情報を受け取ることができましたか。
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MA

n %

全体 133 100.0

地震が起こった時のことを考えてみた 105 78.9

テーブルの下に身を隠すなど身の安全を図った 36 27.1

崖やブロック塀から離れた 15 11.3

建物から出た 18 13.5

市町村や自治会、職場・学校等主催の訓練に参加していた 12 9.0

その他： 2 1.5

Q9.■前問で「参加した」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたはどのような事をしました

か。（いくつでも）
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MA

n %

全体 200 100.0

津波が起こった時のことを考えてみた 115 57.5

高台や高い建物などへの避難を行った 32 16.0

地震が起こった時のことを考えてみた 136 68.0

地震に対する行動を起こした 33 16.5

市町村や自治会、職場・学校等主催の訓練に参加していた 10 5.0

その他： 2 1.0

Q13.■前問で「参加した」と回答した方にお伺いします■緊急速報メール等による訓練開始の合図を受け取った後、あなた

はどのような事をしましたか。（いくつでも）
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SA

ｎ

参

加

し

た

参

加

し

て

い

な

い

505 133 372

100.0 26.3 73.7

大阪市域 178 42 136

100.0 23.6 76.4

北部大阪地域 95 29 66

100.0 30.5 69.5

東部大阪地域 109 24 85

100.0 22.0 78.0

南部大阪地域 123 38 85

100.0 30.9 69.1

男性 241 78 163p値=0.00330

100.0 32.4 67.6

女性 264 55 209

100.0 20.8 79.2

若年層（18～39歳） 158 58 100中間層との差　p値=0.02376

100.0 36.7 63.3高齢層との差　p値=0.00018

中間層（40～59歳） 160 40 120

100.0 25.0 75.0

高齢層（60歳以上） 187 35 152

100.0 18.7 81.3

Q8.■先程、「できた」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓

練に参加しましたか。※ここでの「参加」とは、「地震」から身の安全を図る行動のほか、頭の中で「地震」が

発生したときの行動をイメージするだけでも「参加」としてください。

全体

居住地域別

性別

年齢層別
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別

性別

年齢

層別

参加した

26.3

23.6

30.5

22.0

30.9

32.4

20.8

36.7

25.0

18.7

参加していない

73.7

76.4

69.5

78.0

69.1

67.6

79.2

63.3

75.0
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SA

ｎ

参

加

し

た

参

加

し

て

い

な

い

818 200 618

100.0 24.4 75.6

大阪市域 261 65 196

100.0 24.9 75.1

北部大阪地域 153 41 112

100.0 26.8 73.2

東部大阪地域 182 38 144

100.0 20.9 79.1

南部大阪地域 222 56 166

100.0 25.2 74.8

男性 388 117 271p値=0.00031

100.0 30.2 69.8

女性 430 83 347

100.0 19.3 80.7

若年層（18～39歳） 251 80 171中間層との差　p値=0.01491

100.0 31.9 68.1高齢層との差　p値=0.00163

中間層（40～59歳） 260 58 202

100.0 22.3 77.7

高齢層（60歳以上） 307 62 245

100.0 20.2 79.8

Q12.■前問で「できた」又は「周りの人の携帯電話が鳴ることで訓練開始に気付いたなど、何らかの媒体・経路で合図

を知った」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓練に参加しましたか。※ここ

での「参加」とは、「津波」から身の安全を図るために高台や高い建物などへの避難のほか、頭の中で「津波」が発生した

ときの行動をイメージするだけでも「参加」としてください。

居住地域別

性別

年齢層別

全体
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SA

n %

全体 1000 100.0

参加した 101 10.1

参加していない 899 89.9

Q16.この訓練の当日や前後に、市町村や自治会、職場・学校などが主催する避難訓練などに参加しましたか。
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Q17.あなたが参加した訓練の種類についてお答えください。（いくつでも）

MA

n %

全体 101 100.0

避難訓練 80 79.2

防災研修 43 42.6

情報伝達訓練 25 24.8

消火訓練 25 24.8

その他： 1 1.0
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考えた（b） 考えなかった

227 155

59.4% 40.6%

事前訓練参加率（％）＝(b）/（a）×100

22.7%

382 618

38.2% 61.8%

災害発生時の行動



事前訓練参加率

全体1,000人（a）

9月5日午前11時に訓練があることを知っていたか

知っていた 知らなかった
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MA

n %

全体 618 100.0

緊急速報メール等の着信ができれば、十分であると思っていた 244 39.5

「大阪880万人訓練」は職場や学校等で行われる避難訓練だと思っていた 79 12.8

頭の中で「津波」が発生したときの行動をイメージするだけでも「訓練」であるという認識がなかった 61 9.9

忙しかった／仕事中だった／取り込み中だった 317 51.3

面倒だった 44 7.1

訓練を忘れていた 29 4.7

無意味なものだと思った 21 3.4

その他： 39 6.3

Q14.■前問で「参加していない」と回答した方にお伺いします■参加しなかった理由としてあてまるものをすべて選択してくだ

さい。（いくつでも）
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MA

n %

全体 1000 100.0

建物の耐震診断 123 12.3

地域が揺れやすい土地、地盤であること 87 8.7

家具や収納ロッカーなどの転倒防止措置 243 24.3

津波浸水想定図やハザードマップ 238 23.8

備蓄物資（非常食）の準備 315 31.5

身を守るための行動 268 26.8

交通機関が止まったときの帰宅ルート 117 11.7

最寄りの避難所の所在 401 40.1

災害が発生したときの対応について家族との話し合い 191 19.1

災害用伝言ダイヤルの利用方法 75 7.5

その他： 2 0.2

何もしなかった／していない 285 28.5

Q5.以前から、災害（地震、津波など）に備えていたこと、又は確認していたことはありますか。（いくつでも）
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image49.emf
Q15.この訓練をきっかけにして備えたこと、又は確認したことをお聞かせください。（いくつでも）

MA

n %

全体 1000 100.0

建物の耐震診断 62 6.2

地域が揺れやすい土地、地盤であること 54 5.4

家具や収納ロッカーなどの転倒防止措置 119 11.9

津波浸水想定図やハザードマップ 123 12.3

備蓄物資（非常食）の準備 195 19.5

身を守るための行動 282 28.2

交通機関が止まったときの帰宅ルート 92 9.2

最寄りの避難所の所在 227 22.7

災害が発生したときの対応について家族との話し合い 134 13.4

災害用伝言ダイヤルの利用方法 71 7.1

その他： 4 0.4

何もしなかった／していない 385 38.5

この訓練があったことを知らなかった 94 9.4
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SA
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か
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た

1000 505 495

100.0 50.5 49.5

知っている 730 410 320p値=0.00000

100.0 56.2 43.8

知らない 270 95 175

100.0 35.2 64.8

Q6.この訓練では、午前11時の訓練開始の合図として、『巨大地震』が発生していることを知らせるために、職場・学

校等の館内放送や屋外スピーカー、テレビ・ラジオ等でアナウンスを行いました。あなたは、この合図（アナウンス）を受

け取る、又は聞くことができましたか。※この合図は、同日11時03分頃の、携帯電話への緊急速報メール（「大津波

警報」発表の訓練情報）等のことではありません。

全体

Q1.訓練の認知状

況
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SA

ｎ

で

き

た

で

き

な

か

っ

た

1000 505 495

100.0 50.5 49.5

知っていた 382 230 152p値=0.00000

100.0 60.2 39.8

知らなかった 618 275 343

100.0 44.5 55.5

Q6.この訓練では、午前11時の訓練開始の合図として、『巨大地震』が発生していることを知らせるために、職場・学校等の館

内放送や屋外スピーカー、テレビ・ラジオ等でアナウンスを行いました。あなたは、この合図（アナウンス）を受け取る、又は聞くこと

ができましたか。※この合図は、同日11時03分頃の、携帯電話への緊急速報メール（「大津波警報」発表の訓練情報）等の

ことではありません。

全体

Q2.訓練の事前浸

透状況
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っ

た

【

で

き

た

】

【

で

き

な

か

っ

た

】

1000 753 65 182 818 182

100.0 75.3 6.5 18.2 81.8 18.2

知っている 730 613 50 67 663 67p値=0.00000

100.0 84.0 6.8 9.2 90.8 9.2

知らない 270 140 15 115 155 115

100.0 51.9 5.6 42.6 57.4 42.6

Q11.訓練当日の午前11時03分頃、あなたは、携帯電話で緊急速報メール等による「大津波警報」発表を知らせる訓練情報を受け取ることができ

ましたか。

全体

Q1.訓練の認知状

況
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た

【

で

き

た

】

【

で
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な

か

っ

た

】

1000 753 65 182 818 182

100.0 75.3 6.5 18.2 81.8 18.2

知っていた 382 322 25 35 347 35p値=0.00000

100.0 84.3 6.5 9.2 90.8 9.2

知らなかった 618 431 40 147 471 147

100.0 69.7 6.5 23.8 76.2 23.8

Q11.訓練当日の午前11時03分頃、あなたは、携帯電話で緊急速報メール等による「大津波警報」発表を知らせる訓練情報を受け取る

ことができましたか。

全体

Q2.訓練の事前浸

透状況
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SA

ｎ

参

加

し

た

参

加

し

て

い

な

い

505 133 372

100.0 26.3 73.7

知っている 410 117 293p値=0.01971

100.0 28.5 71.5

知らない 95 16 79

100.0 16.8 83.2

Q8.■先程、「できた」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓練に参加し

ましたか。※ここでの「参加」とは、「地震」から身の安全を図る行動のほか、頭の中で「地震」が発生したときの行動を

イメージするだけでも「参加」としてください。

全体

Q1.訓練の認知状

況
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SA

ｎ

参

加

し

た

参

加

し

て

い

な

い

505 133 372

100.0 26.3 73.7

知っていた 230 90 140p値=0.00000

100.0 39.1 60.9

知らなかった 275 43 232

100.0 15.6 84.4

Q8.■先程、「できた」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓練に参加しましたか。※ここでの

「参加」とは、「地震」から身の安全を図る行動のほか、頭の中で「地震」が発生したときの行動をイメージするだけでも「参加」としてください。

全体

Q2.訓練の事前浸

透状況


image62.png
B

(s05)|

2

AT

(230)

SR





image63.emf
SA

ｎ

参

加

し

た

参

加

し

て

い

な

い

818 200 618

100.0 24.4 75.6

知っている 663 174 489p値=0.01352

100.0 26.2 73.8

知らない 155 26 129

100.0 16.8 83.2

Q12.■前問で「できた」又は「周りの人の携帯電話が鳴ることで訓練開始に気付いたなど、何らかの媒体・経路で合

図を知った」と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓練に参加しましたか。

※ここでの「参加」とは、「津波」から身の安全を図るために高台や高い建物などへの避難のほか、頭の中で「津波」が

発生したときの行動をイメージするだけでも「参加」としてください。

Q1.訓練の認知状

況

全体
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818 200 618

100.0 24.4 75.6

知っていた 347 119 228p値=0.00000

100.0 34.3 65.7

知らなかった 471 81 390

100.0 17.2 82.8

全体

Q2.訓練の事前浸

透状況

Q12.■前問で「できた」又は「周りの人の携帯電話が鳴ることで訓練開始に気付いたなど、何らかの媒体・経路で合図を知った」

と回答した方にお伺いします■訓練開始の合図を受け取った後、あなたは、この訓練に参加しましたか。※ここでの「参加」とは、

「津波」から身の安全を図るために高台や高い建物などへの避難のほか、頭の中で「津波」が発生したときの行動をイメージするだ

けでも「参加」としてください。
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1000 37 317 41 35 137 69 0 5 194 135 15 15

100.0 3.7 31.7 4.1 3.5 13.7 6.9 0.0 0.5 19.4 13.5 1.5 1.5

730 26 250 30 30 94 49 0 4 139 87 11 10

100.0 70.3% 78.9% 73.2% 85.7% 68.6% 71.0% 0.0% 80.0% 71.6% 64.4% 73.3% 66.7%

270 11 67 11 5 43 20 0 1 55 48 4 5

100.0 29.7% 21.1% 26.8% 14.3% 31.4% 29.0% 0.0% 20.0% 28.4% 35.6% 26.7% 33.3%

382 14 132 19 22 51 25 0 1 63 46 7 2

100.0 37.8% 41.6% 46.3% 62.9% 37.2% 36.2% 0.0% 20.0% 32.5% 34.1% 46.7% 13.3%

618 23 185 22 13 86 44 0 4 131 89 8 13

100.0 62.2% 58.4% 53.7% 37.1% 62.8% 63.8% 0.0% 80.0% 67.5% 65.9% 53.3% 86.7%

505 22 165 18 23 62 35 0 1 109 57 7 6

100.0 59.5% 52.1% 43.9% 65.7% 45.3% 50.7% 0.0% 20.0% 56.2% 42.2% 46.7% 40.0%

495 15 152 23 12 75 34 0 4 85 78 8 9

100.0 40.5% 47.9% 56.1% 34.3% 54.7% 49.3% 0.0% 80.0% 43.8% 57.8% 53.3% 60.0%

133 7 54 7 10 12 6 0 0 19 12 5 1

100.0 31.8% 32.7% 38.9% 43.5% 19.4% 17.1% 0.0% 0.0% 17.4% 21.1% 71.4% 16.7%

372 15 111 11 13 50 29 0 1 90 45 2 5

100.0 68.2% 67.3% 61.1% 56.5% 80.6% 82.9% 0.0%100.0% 82.6% 78.9% 28.6% 83.3%

818 31 267 34 28 112 59 0 4 157 104 12 10

100.0 83.8% 84.2% 82.9% 80.0% 81.8% 85.5% 0.0% 80.0% 80.9% 77.0% 80.0% 66.7%

できた 753 29 242 31 26 98 54 0 4 150 100 10 9

100.0 93.5% 90.6% 91.2% 92.9% 87.5% 91.5% 0.0%100.0% 95.5% 96.2% 83.3% 90.0%

周りの人の携帯電話が鳴るこ

とで訓練開始に気付いたな

ど、何らかの媒体・経路で合

図を知った

65 2 25 3 2 14 5 0 0 7 4 2 1

100.0 6.5% 9.4% 8.8% 7.1% 12.5% 8.5% 0.0% 0.0% 4.5% 3.8% 16.7% 10.0%

182 6 50 7 7 25 10 0 1 37 31 3 5

100.0 16.2% 15.8% 17.1% 20.0% 18.2% 14.5% 0.0% 20.0% 19.1% 23.0% 20.0% 33.3%

200 6 78 9 12 21 12 0 2 27 23 8 2

100.0 19.4% 29.2% 26.5% 42.9% 18.8% 20.3% 0.0% 50.0% 17.2% 22.1% 66.7% 20.0%

618 25 189 25 16 91 47 0 2 130 81 4 8

100.0 80.6% 70.8% 73.5% 57.1% 81.3% 79.7% 0.0% 50.0% 82.8% 77.9% 33.3% 80.0%

101 7 41 4 6 15 5 0 0 11 5 5 2

100.0 18.9% 12.9% 9.8% 17.1% 10.9% 7.2% 0.0% 0.0% 5.7% 3.7% 33.3% 13.3%

899 30 276 37 29 122 64 0 5 183 130 10 13

100.0 81.1% 87.1% 90.2% 82.9% 89.1% 92.8% 0.0%100.0% 94.3% 96.3% 66.7% 86.7%

：1番目に高い :2番目に高い

参加した

参加していない

Q16.連動訓練参

加

参加した

参加していない

Q12.【津波関係】

当日訓練参加

【できた】

できなかった

Q11.【津波関係】

の合図覚知

参加した

参加していない

Q8.【地震関係】

当日訓練参加

できた

できなかった

Q6.【地震関係】の

合図覚知

知っていた

知らなかった

Q2.訓練の事前浸

透状況

全体

知っている

知らない

Q1.訓練の認知状

況

SC3.あなたのご職業をお教えください。


image68.emf
n ％

全体 354 100.0%

①賛成 160 45.2%

②実施方法等に意見あり 118 33.3%

③反対 12 3.4%

④その他の意見 64 18.1%

Q18.「大阪880万人訓練」について、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。


image1.emf
（上段：回答者数、下段：横％）
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大

阪

市

域

北

部

大

阪

地

域

東

部

大

阪

地

域

南

部

大

阪

地

域

1000 310 199 225 266

100.0 31.0 19.9 22.5 26.6

男性 475 148 95 107 125

100.0 31.2 20.0 22.5 26.3

女性 525 162 104 118 141

100.0 30.9 19.8 22.5 26.9

18～29歳 148 49 29 32 38

100.0 33.1 19.6 21.6 25.7

30代 149 51 31 30 37

100.0 34.2 20.8 20.1 24.8

40代 185 56 38 42 49

100.0 30.3 20.5 22.7 26.5

50代 137 42 27 31 37

100.0 30.7 19.7 22.6 27.0

60代以上 381 112 74 90 105

100.0 29.4 19.4 23.6 27.6

全体

性別

年代


image2.emf
SA

n %

全体 1000 100.0

知っている 730 73.0

知らない 270 27.0

Q1.令和元年9月5日（木曜日）午前11時、大阪府内で一斉に実施した「大阪880万人訓練」について、お尋ねいたし

ます。※大阪880万人訓練の詳細については、こちらの大阪府のホームページをご覧ください。

http://www.pref.osaka.lg.jp/shobobosai/trainig_top/h31_880.html大阪880万人訓練を平成24年度から

継続して実施していますが、あなたは、毎年このような訓練があることを知っていますか。


